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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体壁部と、前記本体壁部の外部側面との間に隙間をあけて取り付けられている外装材と
、を備えた立ち上がり部の上端部に笠木が設けられており、
　前記笠木は、前記本体壁部の上端部に、この本体壁部の上面および前記外装材の上端部
との間に隙間をあけて取り付けられており、
　双方の前記隙間は互いに連通しており、
　前記互いに連通する隙間と前記笠木の外部との境界部分に設けられている笠木通気部品
であって、
　前記笠木の外部に面して配置されているとともに、長さ方向に複数の通気孔が並設され
ている正面板部と、
　前記正面板部と対向するとともに該正面板部よりも前記隙間側に配置されている水切り
壁と、
　胴縁を介して前記本体壁部に固定されている固定板部と、
前記固定板部から外部に向かって突出する突出板部と、を備えており、
前記胴縁は、前記固定板部の幅方向に点在するようにして配置され、
前記突出板部の一端部は前記固定板部と一体に形成されて、他端部は前記正面板部と一体
に形成されており、当該突出板部は、前記一端部から前記他端部に向かって下り勾配とな
っていることを特徴とする笠木通気部品。
【請求項２】
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請求項１に記載の笠木通気部品において、
　前記笠木は、前記立ち上がり部の上面から離間して配置されており、
　前記水切り壁は、前記立ち上がり部の上端部側面から離間して配置され、当該水切り壁
の下方と前記立ち上がり部側には空間が形成されており、
　前記笠木と前記立ち上がり部の上面との間に形成された空間と、前記水切り壁の下方お
よび前記立ち上がり部側の空間と、が連通していることを特徴とする笠木通気部品。
【請求項３】
請求項１または２に記載の笠木通気部品において、
　前記笠木の裏面との間に形成される隙間を閉塞するための閉塞部を備えることを特徴と
する笠木通気部品。
【請求項４】
請求項３に記載の笠木通気部品において、
　前記閉塞部は、前記正面板部の上端部に一体に形成されているとともに前記笠木の裏面
に対向する対向板部と、
　前記対向板部の笠木側面に取り付けられているとともに、前記笠木が押し付けられてい
る弾性変形可能な弾性部材と、を備えることを特徴とする笠木通気部品。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか一項に記載の笠木通気部品において、
　前記水切り壁は、前記固定板部から前記正面板部にかけて設けられた前記突出板部の中
間部分の上方に設けられていることを特徴とする笠木通気部品。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか一項に記載の笠木通気部品において、
　前記突出板部は、前記固定板部の上下方向中間部から外部に向かって突出しており、
　前記固定板部のうち、前記突出板部よりも上方に位置する部位の上部は、前記水切り壁
と対向離間していることを特徴とする笠木通気部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、笠木通気部品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、陸屋根やルーフバルコニー等の屋上部の外周部に立設された立ち上がり部を有す
る建物の換気構造に関する技術が知られている（例えば、特許文献１参照）。
　特許文献１の換気構造は、パラペット等の立ち上がり部の上端部に笠木が設けられ、こ
の笠木の外部と、小屋裏または壁面内空間との間が通気経路とされている。また、通気経
路の中程には、水切りを備えた通気用のガラリが設けられており、小屋裏側への雨水の浸
入を防ぎつつ、小屋裏換気ができるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１２７３４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の換気構造によれば、通気経路上に設けられたガラリが水切りを備えるため、水切
りの位置から小屋裏側への雨水の浸入を防ぐことはできる。ところが、このガラリ自体が
通気経路の中程に設けられているため、水切りに至るまでの防水を考慮するのであれば、
笠木により近い位置で防水したいという要望があった。
　また、従来の通気経路は笠木を介して外部と連通されているが、笠木自体に通気孔を形
成してしまうと、例えば通気孔の周辺など部分的に経年劣化が生じた場合でも、笠木全体
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を交換しなければならない。このため、笠木の経年劣化対策に係るコストを考慮し、通気
孔を有する専用の部品を使用したいという要望があった。
【０００５】
　本発明の課題は、笠木付近にて確実に防水できるとともに、経年劣化対策に係るコスト
を低減できる笠木通気部品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
請求項１に記載の発明は、例えば図１，図２，図４～図８に示すように、本体壁部２１と
、前記本体壁部２１の外部側面との間に隙間Ｓ１をあけて取り付けられている外装材２３
と、を備えた立ち上がり部２０の上端部に笠木３０が設けられており、
　前記笠木３０は、前記本体壁部２１の上端部に、この本体壁部２１の上面および前記外
装材２３の上端部との間に隙間Ｓ２をあけて取り付けられており、
　双方の前記隙間Ｓ１，Ｓ２は互いに連通しており、
　前記互いに連通する隙間Ｓ１，Ｓ２と前記笠木３０の外部３との境界部分に設けられて
いる笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）であって、
　前記笠木３０の外部３に面して配置されているとともに、長さ方向に複数の通気孔４２
が並設されている正面板部４１と、
　前記正面板部４１と対向するとともに該正面板部４１よりも前記隙間Ｓ１，Ｓ２側に配
置されている水切り壁４３と、
胴縁２３ａを介して前記本体壁部２１に固定されている固定板部４５（４５Ａ）と、
前記固定板部４５（４５Ａ）から外部３に向かって突出する突出板部４６と、を備えてお
り、
前記胴縁２３ａは、前記固定板部４５（４５Ａ）の幅方向に点在するようにして配置され
、
前記突出板部４６の一端部は前記固定板部４５（４５Ａ）と一体形成されて、他端部は前
記正面板部４１（４１Ａ，４１Ｂ）と一体に形成されており、当該突出板部４６は、前記
一端部から前記他端部に向かって下り勾配となっていることを特徴とする。
【０００７】
請求項１に記載の発明によれば、前記笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）が、前記互い
に連通する隙間Ｓ１，Ｓ２と前記笠木３０の外部３との境界部分に設けられているので、
この笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）は前記笠木３０の裏面側において外部３に近い
位置に設けられることになる。また、前記水切り壁４３によって前記通気孔４２からの雨
水の浸入を防ぐことができるので、前記笠木３０付近で防水できる。
　また、前記笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）は、前記互いに連通する隙間Ｓ１，Ｓ
２と前記笠木３０の外部３との境界部分に、前記笠木３０と離間するようにして設けられ
ることにより、前記笠木３０とは別部材として設けられることになる。したがって、前記
笠木３０と前記笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）のうち、どちらか一方に経年劣化が
生じたとしても、双方を同時に交換する必要が無くなるので、例えば前記笠木３０と前記
笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）とが一体に形成される場合に比して、経年劣化対策
に係るコストの低減を図ることができる。
　しかも、請求項１に記載の発明によれば、前記胴縁２３ａは、前記固定板部４５（４５
Ａ）の幅方向に点在するようにして配置されているので、隣り合う前記胴縁２３ａ，２３
ａ間を通気口として使用することができる。これによって、前記本体壁部２１と前記外装
材２３との隙間Ｓ１を確保しつつ、当該隙間Ｓ１における通気性を向上できる。
　さらに、請求項１に記載の発明によれば、前記突出板部４６は、前記一端部から前記他
端部に向かって下り勾配となっているので、例えば正面板部４１（４１Ａ，４１Ｂ）を越
えて浸入してきた雨水が前記突出板部４６に付着した場合に、前記本体壁部２１側に流れ
ずに、前記外部３側に流れることになるので、前記笠木通気部品４０内部における防水性
をより向上できる。
【０００８】
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　請求項２に記載の発明は、例えば図１，図２，図４～図８に示すように、請求項１に記
載の笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）において、
　前記笠木３０は、前記立ち上がり部２０の上面から離間して配置されており、
　前記水切り壁４３は、前記立ち上がり部２０の上端部側面から離間して配置され、当該
水切り壁４３の下方と前記立ち上がり部２０側には空間が形成されており、
　前記笠木３０と前記立ち上がり部２０の上面との間に形成された空間と、前記水切り壁
４３の下方および前記立ち上がり部２０側の空間と、が連通していることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、笠木３０と立ち上がり部２０の上面との間に形成され
た空間と、水切り壁４３の下方および立ち上がり部２０側の空間と、が連通しているので
、これら双方の空間のうち一方の空間から他方の空間に空気を送ることができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、例えば図１，図２，図４～図８に示すように、請求項１また
は２に記載の笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）において、
　前記笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）と前記笠木３０の裏面との間に形成される隙
間を閉塞するための閉塞部４４を備えることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、前記閉塞部４４によって前記笠木通気部品４０（４０
Ａ，４０Ｂ）と前記笠木３０の裏面との間の隙間からの雨水の浸入を防げるので、前記笠
木３０付近で防水できる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、例えば図２，図５，図６に示すように、請求項３に記載の笠
木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）において、
　前記閉塞部４４は、前記正面板部４１の上端部に一体に形成されているとともに前記笠
木３０の裏面に対向する対向板部４４ａと、
　前記対向板部４４ａの笠木側面に取り付けられているとともに、前記笠木３０が押し付
けられている弾性変形可能な弾性部材４４ｂと、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、前記対向板部４４ａの笠木側面に取り付けられた弾性
変形可能な前記弾性部材４４ｂは、前記笠木３０が押し付けられているので、前記笠木３
０の裏面に対して密接されることになる。これによって、前記笠木３０と前記笠木通気部
品４０（４０Ａ，４０Ｂ）との隙間からの雨水の浸入をより確実に防ぐことができる。
【００１８】
請求項５に記載の発明は、例えば図１，図２，図４～図８に示すように、請求項１～４の
いずれか一項に記載の笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）において、
　前記水切り壁４３は、前記固定板部４５から前記正面板部４１にかけて設けられた前記
突出板部４６の中間部分の上方に設けられていることを特徴とする。
【００１９】
請求項５に記載の発明によれば、水切り壁４３は、固定板部４５から正面板部４１にかけ
て設けられた突出板部４６の中間部分の上方に設けられているので、水切り壁４３から落
ちた水を、突出板部４６によって受けることができる。
【００２０】
請求項６に記載の発明は、例えば図１，図２，図４～図８に示すように、請求項１～５の
いずれか一項に記載の笠木通気部品４０（４０Ａ，４０Ｂ）において、
　前記突出板部４６は、前記固定板部４５の上下方向中間部から外部に向かって突出して
おり、
　前記固定板部４５のうち、前記突出板部４６よりも上方に位置する部位の上部は、前記
水切り壁４３と対向離間していることを特徴とする。
【００２１】
請求項６に記載の発明によれば、突出板部４６は、固定板部４５の上下方向中間部から外
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部に向かって突出しており、固定板部４５のうち、突出板部４６よりも上方に位置する部
位の上部は、水切り壁４３と対向離間しているので、水切り壁４３と、この水切り壁４３
と対向離間した固定板部４５との間に空間を形成できる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、笠木付近にて確実に防水できるとともに、経年劣化対策に係るコスト
を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】建物の換気構造の一例を示す断面図である。
【図２】笠木通気部品の一例を示す断面図である。
【図３】（ａ）は壁通気部品の断面図あり、（ｂ）は壁通気部品の背面図である。
【図４】建物の換気構造の他の例を示す断面図である。
【図５】笠木通気部品の他の例を示す断面図である。
【図６】笠木通気部品の他の例を示す断面図である。
【図７】笠木通気部品を示す拡大正面側斜視図である。
【図８】笠木通気部品を示す拡大背面側斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
　なお、本実施の形態の建物は、壁や床、屋根といった建物の構成要素を予め工場にてパ
ネル化しておき、施工現場でこれらの建築用パネルを組み立てて構築するパネル工法で構
築されるものである。また、その他、壁式工法の木造、鉄骨造、鉄筋コンクリート造等の
建物にも適用することができる。
　ここで、建築用パネルとは、縦横の框材が矩形状に組み立てられるとともに、矩形枠の
内部に補助桟材が縦横に組み付けられて枠体が構成され、この枠体の両面もしくは片面に
、面材が貼設されたものであり、内部中空な構造となっている。また、その内部中空な部
分には、通常、グラスウールやロックウール等の断熱材が装填される。
【００２５】
　図１において符号１は、建物を示す。この建物１は、屋上部１０の外周部１１に立設さ
れるとともに、上端部に笠木３０が取り付けられた立ち上がり部２０を有する。
　また、符号２は、前記建物１の屋内空間を示す。屋内空間２は、建物内に設けられる部
屋や小屋裏（天井裏）等の空間を指している。
　また、符号３は、屋外空間である外部のうち、特に前記笠木３０付近を指す。また、前
記笠木３０付近のうちでも、特に、後述する笠木通気部品４０の通気孔４２付近を指すも
のとする。
【００２６】
　前記屋上部１０は、例えば陸屋根やルーフバルコニーの床部等のようなフラットに近い
床面を有する。なお、この床面には水勾配が形成されており、前記屋上部１０に降り注い
だ雨水等を、図示しない排水設備から外部へと排水することができる。
　また、前記床面には防水シート１５が貼設されている。また、この防水シート１５は、
前記立ち上がり部２０を構成する本体壁部２１に対しても連続的に貼設されている。つま
り、前記防水シート１５は、前記本体壁部２１の屋上部側面から、該本体壁部２１の上端
面を介して、該本体壁部２１の外部側面の上端部にわたって貼設されている。これによっ
て、前記外周部１１と前記立ち上がり部２０との接続箇所や、前記本体壁部２１の上端部
の周囲からの雨水の浸入を防いでいる。
【００２７】
　そして、前記屋上部１０は、前記建物１の屋内空間２の上方に配置されている。また、
該屋上部１０は、該屋上部１０の上面側および下面側に離間して配置される面材１２，１
３ａと、これら上下の面材１２，１３ａ間に形成された屋根裏空間部１４と、を備える。
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【００２８】
　前記面材１３ａは、屋内空間２を構成する外壁パネル１７の上端部に設置される床パネ
ル１３を構成している。また、この面材１３ａは、水平に配置されている。
　前記床パネル１３は、縦横の框材１３ｂが矩形状に組み立てられるとともに、この矩形
枠の内部に補助桟材１３ｃが縦横に組み付けられて枠体が構成され、この枠体の上面に前
記面材１３ａが貼設されたものである。
　また、前記床パネル１３は、胴差１３ｄとともに前記外壁パネル１７の上端部に載置さ
れている。
【００２９】
　前記面材１２は、前記屋上部１０の床面を構成するものであり、図１に示すように、前
記床パネル１３の上面に設置される支持部１６上に設置されている。
　前記支持部１６は、添え板１６ａと、第一支持桟材１６ｂと、第二支持桟材１６ｃと、
第三支持桟材１６ｄとを有する。
　前記添え板１６ａは、前記本体壁部２１と前記床パネル１３の面材１３ａとの境界部分
に、前記本体壁部２１の屋上部１０側の側面下端部に沿って取り付けられている。また、
該添え板１６ａは、後述する第一通気孔部Ａ１を避けて設けられる。
　前記第一支持桟材１６ｂは、前記床パネル１３の面材１３ａの上面に、間隔をあけて複
数設置されている。
　前記第二支持桟材１６ｃは、前記複数の第一支持桟材１６ｂに対して直交するようにし
て、該複数の第一支持桟材１６ｂ上に複数設置されている。
　前記第三支持桟材１６ｄは、前記添え板１６ａに当接するとともに、前記複数の第一支
持桟材１６ｂに対して直交するようにして、該複数の第一支持桟材１６ｂ上に設置されて
いる。また、前記第三支持桟材１６ｄは、前記第二支持桟材１６ｃよりも高さが低く形成
されている。
　なお、前記添え板１６ａは、その高さが、前記第三支持桟材１６ｄの上端部よりも高く
なるように設定されている。
【００３０】
　また、前記面材１２は、上板１２ａと、下板１２ｂとを上下二枚重ねすることにより構
成されている。そして、この面材１２は、前記支持部１６の前記添え板１６ａ、前記第二
支持桟材１６ｃおよび前記第三支持桟材１６ｄ上に設置されている。
　前記第三支持桟材１６ｄが前記第二支持桟材１６ｃよりも低くなっている。このため、
前記面材１２は、前記第三支持桟材１６ｄの最も近くに位置する前記第二支持桟材１６ｃ
の位置から下方に傾斜するように形成されている。
　さらに、前記面材１２は、前記下板１２ｂが前記上板１２ａよりも短く形成されること
によって、前記本体壁部２１側の端部に凹部１２ｃが形成された状態となっている。そし
て、この凹部１２ｃに前記添え板１６ａの上端部が嵌合されている。
　換言すれば、前記上板１２ａが、前記下板１２ｂよりも前記本体壁部２１側に長く形成
され、前記添え板１６ａの上端部に載置されている。
【００３１】
　前記屋根裏空間部１４は、上述のように前記上下の面材１２，１３ａ間に形成されてい
る。すなわち、この屋根裏空間部１４は、前記床パネル１３と前記面材１２の下面との間
の、前記支持部１６を含む空間部を指している。
【００３２】
　前記立ち上がり部２０は、上述のように、上端部に笠木３０が取り付けられるものであ
る。また、この立ち上がり部２０は、内部中空部２２を有する前記本体壁部２１と、前記
本体壁部２１の外部側面と屋上部側面に隙間Ｓ１をあけて取り付けられる複数の外装材２
３，２３と、を備える。
　また、前記立ち上がり部２０は、前記本体壁部２１の上端部に、該本体壁部２１の長さ
方向に沿って取り付けられる調整材２８を、さらに備える。
【００３３】
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　前記本体壁部２１は、壁パネルであり、縦框材２４と横框材２５が矩形状に組み立てら
れるとともに、この矩形枠の内部に補助桟材（図示せず）が組み付けられて枠体が構成さ
れ、この枠体の両側面に側面材２６，２６が貼設されたものである。
　そして、前記縦框材２４と、前記横框材２５と、前記両側面材２６，２６とによって囲
まれた部分が前記内部中空部２２とされている。
　また、前記本体壁部２１は、前記外壁パネル１７の上方に位置しており、該本体壁部２
１と外壁パネル１７との間に前記床パネル１３および前記胴差１３ｄが介在している。
【００３４】
　前記調整材２８はいわゆる角材であり、図１および図２に示すように、前記本体壁部２
１の厚みと同等の幅寸法に設定されている。また、この調整材２８の高さは、前記笠木３
０固定用のビス３２ａ，３２ａを、十分にねじ込ませることができる程度に設定されてい
る。
【００３５】
　前記外装材２３，２３は、胴縁２３ａ，２３ａを介して前記本体壁部２１の外部側面と
屋上部側面とに取り付けられている。なお、前記胴縁２３ａは縦胴縁であり、前記本体壁
部２１の外部側面および屋上部側面の幅方向に間隔をあけて複数取り付けられているもの
とする。
　前記屋上部１０に面して取り付けられる一方の前記外装材２３は、前記調整材２８と前
記本体壁部２１の上端部から、該本体壁部２１の中央付近までの長さに設定されている。
　前記外部に面して取り付けられる他方の前記外装材２３は、前記調整材２８の上端部よ
りも下方で、かつ前記本体壁部２１の上端部から、前記胴差１３ｄを介して、前記外壁パ
ネル１７にわたる長さに設定されている。
　前記他方の外装材２３の上端部は、前記一方の外装材２３の上端部よりも低い位置に配
置された状態となっている。つまり、前記他方の外装材２３の上端部の上方には、前記一
方の外装材２３の上端部の上方よりも、広いスペースを確保できるようになっている。そ
して、このようなスペースを利用して、後述する笠木通気部品４０が取り付けられること
になる。
　さらに、前記外装材２３，２３のそれぞれの表面には、複数の縦溝２３ｂが形成されて
いる。
【００３６】
　前記隙間Ｓ１は、上述のように前記本体壁部２１の外部側面および屋上部側面と、前記
外装材２３，２３との間に形成されている。また、前記外装材２３，２３は、前記胴縁２
３ａ，２３ａを介して前記本体壁部２１の外部側面と屋上部側面とに取り付けられる。こ
のため、これら胴縁２３ａ，２３ａの長さおよび厚みと、隣り合う胴縁２３ａ，２３ａ間
の長さとで規定される空間が、前記隙間Ｓ１とされている。
【００３７】
　前記笠木３０は、長さ方向において同一断面となる金属製の長尺物であり、図１，図２
に示すように、上面部３０ａと、この上面部３０ａの外部側端部および屋上部側端部から
下方に垂設される側面部３０ｂ，３０ｂとを備える。
　前記上面部３０ａは、側面視において、複数の折曲部を有するように、かつ緩やかに折
曲加工された状態となっている。また、裏面にはフック状の係合部が形成されている。
　前記側面部３０ｂ，３０ｂは、略鉛直に配置された状態となっている。また、前記屋上
部１０側に位置する側面部３０ｂの下端部と、前記他方の外装材２３との間には、弾性を
有する防水部材３４が設けられている。
【００３８】
　また、前記笠木３０は、前記本体壁部２１の上端部に、この本体壁部２１の上面および
前記外装材２３，２３の上端部との間に隙間Ｓ２をあけて取り付けられている。
　より詳細には、前記本体壁部２１の上端部に取り付けられた前記調整材２８の上面に、
前記笠木３０を支持する支持部材３２が、該調整材の長さ方向に間隔をあけて複数設けら
れている。なお、前記支持部材３２は、ビス３２ａ，３２ａによって前記調整材２８に固
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定されている。そして、前記笠木３０は、前記複数の支持部材３２間に架設されている。
　また、前記支持部材３２は、前記フック状の被係合部を備える。したがって、前記笠木
３０は、前記支持部材３２に対して、前記係合部を前記被係合部に係合させることにより
取り付けられている。
【００３９】
　また、前記笠木３０は、前記本体壁部２１の上端部および前記調整材２８の長さ方向に
沿って連続的に複数設けられているものとする。
　また、隣接する笠木３０，３０の長さ方向側端部同士は、図２に示すように、内継手で
あるジョイナー３３によって連結されている。また、このジョイナー３３は、ネジ３３ａ
によって前記支持部材３２に固定されている。
【００４０】
　前記隙間Ｓ２は、上述のように前記笠木３０と、前記本体壁部２１の上面および前記外
装材２３，２３の上端部との間に形成されている。より詳細には、前記笠木３０の上面部
３０ａの裏側（下方）と、前記本体壁部２１上に設けられた前記調整材２８および前記外
装材２３，２３の上端部との間に形成されているものとする。
　また、前記隙間Ｓ２のうち、前記他方の外装材２３側の隙間Ｓ２は、上述のように前記
他方の外装材２３の上端部が、前記一方の外装材２３の上端部よりも低い位置に配置され
た分、前記一方の外装材２３側の隙間Ｓ２よりも広く形成されている。
　そして、前記隙間Ｓ１と前記隙間Ｓ２は、図１，図２に示すように、互いに連通した状
態となっている。
【００４１】
　また、前記屋内空間２と前記笠木３０の外部３との間には、図１，図２に示すように、
前記屋根裏空間部１４と、前記内部中空部２２と、前記互いに連通する隙間Ｓ１，Ｓ２と
を経由する通気経路Ｋが形成されている。なお、この通気経路Ｋは、図１において破線両
方向矢印で示されている。
　さらに、前記通気経路Ｋ上には、笠木通気部品４０と、壁通気部品５０とが設けられる
とともに、前記第一通気孔部Ａ１と、第二通気孔部Ａ２とが形成される。
【００４２】
　前記笠木通気部品４０は、図１，図２に示すように、前記互いに連通する隙間Ｓ１，Ｓ
２と前記笠木３０の外部３とを通気可能に連通するものである。そして、前記互いに連通
する隙間Ｓ１，Ｓ２と前記外部３との境界部分に、前記笠木３０の裏面と離間するように
して設けられている。
　なお、上述のように、前記隙間Ｓ２のうち、前記他方の外装材２３側の隙間Ｓ２は、前
記一方の外装材２３側の隙間Ｓ２よりも広く形成されている。このため、前記笠木通気部
品４０は、前記他方の外装材２３側の隙間Ｓ２に位置するようにして設けられている。
【００４３】
　また、前記笠木通気部品４０は、前記笠木３０の長さ方向に沿って長尺に形成されたも
のであり、正面板部４１と、水切り壁４３と、閉塞部４４とを備える。また、この笠木通
気部品４０は、一枚の金属板を適宜折曲加工することによって形成されている。
　前記正面板部４１は、前記笠木３０の外部３に面して配置されるとともに、長さ方向に
複数の通気孔４２が並設されている。
　前記水切り壁４３は、前記正面板部４１と対向するとともに該正面板部４１よりも前記
隙間Ｓ１、Ｓ２側に配置されている。
　前記閉塞部４４は、前記笠木通気部品４０と前記笠木３０の裏面との間に形成される隙
間を閉塞するためものである。
【００４４】
　前記正面板部４１は、図２に示すように、前記笠木３０の前記側面部３０ｂと対向する
とともに、鉛直よりも外部３側に傾いた状態で配置されている。
　また、前記正面板部４１と前記側面部３０ｂとの間の空間は、上方に向かうにつれて狭
まるように形成されている。
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【００４５】
　前記通気孔４２は、第一開口部４２ａと、遮蔽壁４２ｂと、第二開口部４２ｃ，４２ｃ
とを備える。
　前記第一開口部４２ａは、外部３側に面する開口である。
　前記遮蔽壁４２ｂは、前記第一開口部４２ａに対して前記隙間Ｓ１，Ｓ２側に後退した
位置で対向配置されている。
　前記第二開口部４２ｃ，４２ｃは、前記第一開口部４２ａおよび前記遮蔽壁４２ｂの左
右両側にそれぞれ開口している。
　なお、本実施の形態の通気孔４２は、前記正面板部４１を、パンチング技術等を採用し
て適宜加工することによって形成されている。
　このような形状の通気孔４２によれば、前記通気孔４２から前記通気経路Ｋ内へと吹き
込もうとする空気は、前記第一開口部４２ａから入った直後に、まず前記遮蔽壁４２ｂに
当たり、その後、前記第二開口部４２ｃ，４２ｃ左右に別れてから前記笠木通気部品４０
の内側に至ることになる。したがって、前記通気経路Ｋ側に空気を吹き込ませつつ、前記
通気経路Ｋ内への雨水の浸入を効率良く防ぐことができる。
【００４６】
　前記水切り壁４３は、上述のように、前記正面板部４１と対向するとともに該正面板部
４１よりも前記隙間Ｓ１、Ｓ２側に配置されている。これによって、前記通気孔４２から
雨水が浸入した場合に、この水切り壁４３によって、雨水が前記隙間Ｓ２のさらに奥に浸
入することを防ぐことができる。
　なお、前記水切り壁４３は、後述する対向板部４４ａのうち、前記正面板部４１とは反
対側の端部に一体形成されている。
【００４７】
　前記閉塞部４４は、対向板部４４ａと、弾性部材４４ｂとを備える。
　前記対向板部４４ａは、前記正面板部４１の上端部に一体形成されるとともに前記笠木
３０の裏面に対向する。より詳細には、この対向板部４４ａは、前記笠木３０の上面部３
０ａの裏面に対向した状態となっている。
　前記弾性部材４４ｂは、前記対向板部４４ａの笠木側面に、該対向板部４４ａの長さ方
向にわたって取り付けられるとともに、前記笠木３０が押し付けられることによって弾性
変形するものである。より詳細には、この弾性部材４４ｂは、前記対向板部４４ａの上面
と、前記笠木３０の上面部３０ａの裏面との間に設けられる。また、この弾性部材４４ｂ
は、弾性変形する以前は、前記笠木３０の裏面と前記対向板部４４ａとの間の隙間よりも
厚みがある状態とされている。そして、前記笠木３０の取り付け時に、該笠木３０の押し
付けによって、つぶれるように弾性変形する設定となっている。
　このような閉塞部４４によれば、前記対向板部４４ａの笠木側面に取り付けられた前記
弾性部材４４ｂは、前記笠木３０が押し付けられることによって弾性変形するので、前記
笠木３０の裏面に対して密接されることになる。これによって、前記笠木３０と前記笠木
通気部品４０との隙間からの雨水の浸入を確実に防ぐことができる。
　なお、前記弾性部材４４ｂとしては、例えばＥＰＤＭ発泡体等のような、弾力性能およ
び防水性能を有するものが採用されている。
【００４８】
　さらに、前記笠木通気部品４０は、固定板部４５と、突出板部４６と、防水部材４７と
を備える。
　前記固定板部４５は、前記胴縁２３ａを介して前記本体壁部２１に、釘４５ａ等の止着
材によって固定される板状部である。また、この固定板部４５の上端部には、該上端部を
前記正面板部４１側に折曲加工してなる水切り部４５ｂが形成されている。このような水
切り部４５ｂによれば、雨水のさらなる浸入を防ぐことができる。
　前記突出板部４６は、前記固定板部４５と一体形成されるとともに該固定板部４５の中
央部から外部３に向かって突出する板状部である。また、この突出板部４６は、前記他方
の外装材２３の上方に配置されている。さらに、この突出板部４６の突出方向先端部は、
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前記正面板部４１の下端部と一体形成されている。
　前記防水部材４７は、前記固定板部４５の下部と前記他方の外装材２３の上端部との間
に挟み込まれるものであり、これら固定板部４５と他方の外装材２３との間の隙間の防水
が可能となっている。
【００４９】
　前記固定板部４５は、上述のように、前記胴縁２３ａを介して前記本体壁部２１に固定
されるものである。
　また、前記胴縁２３ａは、図２，図７，図８に示すように、前記固定板部４５の幅方向
に点在するようにして配置されている。すなわち、当該胴縁２３ａは、前記本体壁部２１
の外部側面の上端部の左右方向に、互いに間隔を空けて複数設けられている。
　なお、前記胴縁２３ａは、前記固定板部４５の上下方向の長さと略等しい長さであって
もよいし、前記外装材２３の上下方向の長さに合わせて長尺に形成されていてもよい。さ
らには、長尺な胴縁２３ａを、前記固定板部４５の部分と前記外装材２３の部分とに分け
てもよいものとする。
【００５０】
　また、前記固定板部４５は、図２に示すように、前記本体壁部２１に対し、前記釘４５
ａによって、当該釘４５ａが前記胴縁２３ａを貫通して前記本体壁部２１に打ち込まれる
ことによって固定されている。
　前記固定板部４５には、図７に示すように、予め釘４５ａ等の止着材が挿通される孔部
４５ｃが形成されている。そして、当該孔部４５ｃの位置と前記胴縁２３ａの位置とが対
応している。
【００５１】
　以上のように前記固定板部４５は、前記本体壁部２１に対し、前記釘４５ａによって、
当該釘４５ａが前記胴縁２３ａを貫通して前記本体壁部２１に打ち込まれることによって
固定されるので、前記釘４５ａによって前記固定板部４５と前記胴縁２３ａとを前記本体
壁部２１に確実に取り付けることができる。
　また、前記胴縁２３ａは、前記固定板部４５の幅方向に点在するようにして配置される
ので、隣り合う前記胴縁２３ａ，２３ａ間を通気口として使用することができる。これに
よって、前記本体壁部２１と前記複数の外装材２３との隙間Ｓ１を確保しつつ、当該隙間
Ｓ１における通気性を向上できる。
【００５２】
　また、前記固定板部４５は、上述のように、当該固定板部４５の上端部を前記正面板部
４１側に折曲加工してなる前記水切り部４５ｂを有する。なお、この水切り部４５ｂの角
度は空気の流通を阻害しない程度に設定されている。
　このような水切り部４５ｂによれば、前記笠木通気部品４０内を吹き上がる風に混ざる
雨水を捉えることができ、さらに、付着した雨水を下方へと垂らすことができる。これに
よって、前記笠木通気部品４０内における防水性をより向上できる。
【００５３】
　前記突出板部４６は、上述のように、前記固定板部４５の中央部から外部３に向かって
突出するものである。
　また、前記突出板部４６の一端部は前記固定板部４５と一体形成され、他端部は前記正
面板部４１と一体形成され、当該突出板部４６は、前記一端部から前記他端部に向かって
下り勾配となっている。すなわち、当該突出板部４６は、水勾配を形成するようにして前
記正面板部４１と前記固定板部４５との間に設けられている。
　これによって、例えば正面板部４１を越えて浸入してきた雨水が前記突出板部４６に付
着した場合に、前記本体壁部２１側に流れずに、前記外部３側に流れることになるので、
前記笠木通気部品４０内部における防水性をより向上できる。
【００５４】
　前記壁通気部品５０は、図１，図３に示すように、前記本体壁部２１の側面材２６に取
り付けられている。
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　より詳細には、前記本体壁部２１の前記両側面材２６，２６のうち少なくとも一方の側
面材２６に、前記内部中空部２２と前記隙間Ｓ１とを連通するとともに前記一方の側面材
２６の幅方向に沿って長尺な貫通孔２７が形成されている。そして、この貫通孔２７に、
前記壁通気部品５０が設けられている。
　なお、本実施の形態においては、前記両側面材２６，２６のうち、一方、すなわち前記
屋上部１０側の側面材２６に前記貫通孔２７が形成されているものとする。また、この貫
通孔２７は、前記一方の外装材２３によって遮蔽される位置に形成されている。
【００５５】
　前記壁通気部品５０は、前記貫通孔２７の長さ方向に沿って長尺に形成された金属製の
部品であり、背面板部５１と、水切り壁５３と、上面板部５４と、下面板部５５と、固定
板部５６，５６とを有する。
【００５６】
　前記背面板部５１は、前記壁通気部品５０が前記貫通孔２７に嵌め込まれた際に、前記
貫通孔２７のうち前記内部中空部２２側に配置されるものである。また、この背面板部５
１には、該背面板部５１を厚み方向に貫通する多数の通気孔５２…が格子状に並んで形成
されている。
【００５７】
　前記水切り壁５３は、前記背面板部５１と対向するとともに前記隙間Ｓ１側に配置され
ている。また、この水切り壁５３の上端部から下端部までの長さは、前記背面板部５１の
上端部から中央付近まで程度の長さに設定されている。
　この水切り壁５３によれば、万が一、前記隙間Ｓ１内に雨水が浸入したとしても、前記
水切り壁５３によって雨水が前記内部中空部２２へと浸入するのを防ぐことができる。
【００５８】
　前記上面板部５４は、前記背面板部５１の上端部と前記水切り壁５３の上端部との間に
架設され、かつ一体形成されている。また、この上面板部５４は水平に配置されている。
　前記下面板部５５は、前記背面板部５１の下端部と一体形成され、かつ該背面板部５１
の下端部から斜め下方に傾斜するようにして配置されている。つまり、この下面板部５５
は、水勾配が形成された状態となるので、万が一、前記隙間Ｓ１内に雨水が浸入したとし
ても、雨水が前記内部中空部２２へと浸入するのを防ぐことができる。
　なお、前記上面板部５４および前記下面板部５５は、前記壁通気部品５０が前記貫通孔
２７に嵌め込まれた際に、該貫通孔２７の上下縁部に当接する部位とされている。
【００５９】
　前記固定板部５６，５６のうち、一方の前記固定板部５６は、前記水切り壁５３と前記
上面板部５４との交差部と一体形成されるとともに、鉛直上方に配置されている。また、
他方の前記固定板部５６は、前記下面板部５５の下端部と一体形成されるとともに、鉛直
下方に配置されている。
　これら一方および他方の固定板部５６，５６は、同一直線上に配置されている。
　また、図３（ｂ）に示すように、前記固定板部５６を厚み方向に貫通する複数の長孔形
状の孔部５６ａ…が、前記固定板部５６，５６の長さ方向に並んで配置されている。
　これら複数の孔部５６ａ…には、前記固定板部５６を前記本体壁部２１の側面材２６に
固定するための釘５６ｂ等の止着材が挿入される。なお、前記孔部５６ａが長孔形状に形
成されていれば、前記釘５６ｂ等によって前記固定板部５６を固定した後でも位置調整を
行うことができるので好ましい。
【００６０】
　このような壁通気部品５０によれば、前記背面板部５１の前記多数の通気孔５２…を介
して前記内部中空部２２と前記隙間Ｓ１との間で空気を流通させることができる。
　また、前記隙間Ｓ１側に前記水切り壁５３が配置されているので、万が一、前記隙間Ｓ
１内に雨水が浸入したとしても、前記水切り壁５３によって雨水が前記内部中空部２２へ
と浸入するのを防ぐことができる。つまり、前記笠木通気部品４０とともに二重に防水を
確保することができるので、全体的な防水性を格段に向上できる。
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【００６１】
　また、前記第一通気孔部Ａ１は、前記本体壁部２１の前記両側面材２６，２６のうち前
記一方の側面材２６の下端部に、該側面材２６を厚み方向に貫通するようにして形成され
ている。そして、この第一通気孔部Ａ１によって、前記屋根裏空間部１４と前記内部中空
部２２とが連通されている。
　前記第二通気孔部Ａ２は、前記屋上部１０の下面側の面材１３ａに、該面材１３ａを厚
み方向に貫通するようにして形成されている。そして、この第二通気孔部Ａ２によって、
前記屋内空間２と前記屋根裏空間部１４とが連通されている。
　このような第一通気孔部Ａ１および第二通気孔部Ａ２によれば、前記屋内空間２と前記
笠木３０の外部３との間に、前記屋根裏空間部１４と、前記内部中空部２２と、前記互い
に連通する隙間Ｓ１，Ｓ２とを経由する通気経路Ｋを確保できる。
【００６２】
　次に、前記通気経路Ｋを通過する空気の流れについて説明する。
　前記外部３から前記笠木通気部品４０の前記正面板部４１へと流れてきた空気は、前記
通気孔４２の前記第一開口部４２ａから内部へと流入する。この場合、前記笠木３０付近
が空気の導入側となる。
　この時、前記遮蔽壁４２ｂおよび前記第二開口部４２ｃ，４２ｃにより空気は二手に分
かれながら、前記笠木通気部品４０の内部へと流入する。
　前記笠木通気部品４０の内部へと流入し、合流した空気は、前記水切り壁４３と前記固
定板部４５の水切り部４５ｂとを避けるようにしながら、前記笠木３０の裏面と前記調整
材２８の上面との間を通過していく。
　続いて、空気は、前記本体壁部２１と前記一方の外装材２３と間の前記隙間Ｓ１とを下
降し、前記壁通気部品５０の前記多数の通気孔５２…を通過して、前記本体壁部２１の内
部中空部２２へと流入する。
　続いて、空気は、前記第一通気孔部Ａ１を通過して、前記屋根裏空間部１４へと流入す
る。そして、この屋根裏空間部１４に流入した空気は、前記第二通気孔部Ａ２を通過して
、前記屋内空間２へと流入することになる。
【００６３】
　なお、以上のような空気の流れは、前記笠木３０の外部３から前記屋内空間２へと至る
ものであるが、これに限られず、例えば図１の破線両方向矢印で示すように、前記屋内空
間２から前記外部３へと至る空気の流れであってもよい。この場合、前記笠木３０付近が
空気の排出側となる。
　また、このように空気を、前記通気経路Ｋ上を移動させる際に、暖められた空気が上昇
する性質や、冷たい空気が下降する性質、煙突効果等を利用してもよいものとする。
【００６４】
　なお、本実施の形態において、前記壁通気部品５０の取付位置は、前記一方の側面材２
６に形成された貫通孔２７としたが、これに限られるものではない。すなわち、例えば図
４に示すように、前記壁通気部品５０の取付位置を、前記本体壁部２１の前記他方の側面
材２６に形成された貫通孔２７に変更してもよい。
　この場合、前記笠木通気部品４０の内部へと流入した空気は、前記水切り壁４３と前記
固定板部４５の水切り部４５ｂとを避けるようにしながら、前記本体壁部２１と前記他方
の外装材２３と間の前記隙間Ｓ１とを下降する。さらに、前記壁通気部品５０の前記多数
の通気孔５２…を通過して、前記本体壁部２１の内部中空部２２へと流入する。
　なお、その後の空気の流れは、上述のものと同様である。また、上述の例と同様に、空
気の流れを反対にしてもよいし、空気の性質等を利用してもよいものとする。
【００６５】
　また、本実施の形態において、前記笠木通気部品４０は、以上のような構成としたが、
本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更してもよい。
　すなわち、例えば図５に示す笠木通気部品４０Ａは、正面板部４１Ａが略鉛直に配置さ
れた状態で、前記笠木３０の側面部３０ｂと対向するように構成されている。また、この
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ている。
　また、図６に示す笠木通気部品４０Ｂは、正面板部４１Ｂに形成される通気孔４２Ｂの
構成が、前記笠木通気部品４０の通気孔４２とは異なる。すなわち、前記笠木通気部品４
０Ｂの通気孔４２Ｂは、第一開口部４２ａや遮蔽壁４２ｂ、第二開口部４２ｃを備えずに
、単に前記正面板部４１Ｂに孔をあけて形成されている。
【００６６】
　また、前記固定板部４５の下部と前記他方の外装材２３の上端部との間の防水を確保す
るために、上述のように、前記防水部材４７を前記固定板部４５の下部と前記他方の外装
材２３の上端部との間に挟み込んでいたが、これに限られるものではない。
　すなわち、図６に示すように前記他方の外装材２３の上端部と、前記笠木通気部品４０
Ｂの突出板部４６との間の隙間に、シーリング材４８を充填するようにしても良い。シー
リング材４８は、前記他方の外装材２３の上端面と、前記突出板部４６に対して水密に密
着している。また、バックアップ材４８ａを下地として充填されている。
　なお、このようなシーリング材４８およびバックアップ材４８ａは、前記笠木通気部品
４０，４０Ａに採用しても良いものとする。
【００６７】
　本実施の形態によれば、前記笠木通気部品４０が、前記互いに連通する隙間Ｓ１，Ｓ２
と前記笠木３０の外部３との境界部分に、前記笠木３０と離間するようにして設けられて
いるので、この笠木通気部品４０は前記笠木３０の裏面側において外部３に近い位置に設
けられることになる。また、前記閉塞部４４によって前記笠木通気部品４０と前記笠木３
０の裏面との間の隙間からの雨水の浸入を防げるとともに、前記水切り壁４３によって前
記通気孔４２からの雨水の浸入を防ぐことができるので、前記笠木３０付近で防水できる
こととなり、前記通気経路Ｋ内への雨水の浸入を確実に防ぐことができる。
　また、前記笠木通気部品４０は、前記互いに連通する隙間Ｓ１，Ｓ２と前記笠木３０の
外部３との境界部分に、前記笠木３０と離間するようにして設けられることにより、前記
笠木３０とは別部材として設けられることになる。したがって、前記笠木３０と前記笠木
通気部品４０のうち、どちらか一方に経年劣化が生じたとしても、双方を同時に交換する
必要が無くなるので、例えば前記笠木３０と前記笠木通気部品４０とが一体に形成される
場合に比して、経年劣化対策に係るコストの低減を図ることができる。
【符号の説明】
【００６８】
１　建物
２　屋内空間
３　外部
１０　屋上部
１２　面材
１３ａ　面材
１４　屋根裏空間部
２０　立ち上がり部
２１　本体壁部
２２　内部中空部
２３　外装材
３０　笠木
４０，４０Ａ，４０Ｂ　笠木通気部品
４２　通気孔
４３　水切り壁
４４　閉塞部
５０　壁通気部品
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